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1 50代 女性 30年 公立保育園
2 40代 女性 23年
公立保育園
公立幼稚園








ること（主に 3 〜 5 歳児に対して）について、一




































名の内 2 名を含む保育経験者 7 名と保育者養成校
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　本稿では、保育者が登園後の時間をどのように捉えているか、またその際にどのよ
うな配慮を行っているかを明らかにするため、保育園や幼稚園での保育経験者3名に
グループインタビューを行った。その結果、人的配置の制約がある中で、子どもの安
全に配慮する点は共通していたが、登園形態や園の保育方針によって登園後の時間の
意味付けや配慮は異なることが分かった。一斉活動主体で、揃って開始するために競
争仕立てにして早く身仕度するのを良しとする、移行としての視点はない園がある一
方で、自由保育主体の園では、身仕度や荷物を置いてから好きな遊びへ移っていく過
程において、子どもが安定して遊び始められるように、分かりやすい配置や子どもを
引きつける環境構成および再構成の工夫を行っている。さらに、保育者の見守りのも
とで、抱えている葛藤を自分で解消し、気持ちを切り替える時間を保障することの重
要性が語られた。
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